
これまでの通信

　はこちらから！

0 50m

 
 

 
 

ほったてばしら

たまさき のうまや のせき

はしらあな

おおみぞ どこう

4４

☆第１０次原遺跡発掘調査③☆

今年度調査区

（緑の枠線内）

掘立柱建物跡の柱穴

１
．
６
ｍ

大型土坑

1.1m

4.2m

点線部分は、

想定ラインです。
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今年度調査区
拡大図

掘立柱建物跡の時代区分

掘立柱建物の柱穴

地形変化ライン

このラインより南は、 過去の洪水により

遺跡が削られている可能性があります。
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ために固めた土

　　や　  は８世紀代に掘立柱
建物跡の柱穴の位置です。
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これまでの調査地点

（薄墨色の箇所）

区画大溝の

北西角
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第　　　　　　　号

　　昨年７月から開始した原遺跡の第 10 次発掘調査が、 令和８年１月に終了しました。 今年度の調査は第６

次調査 （令和３年実施） で見つかった区画大溝の北辺の長さや、 北東角部分の発見を主な目的として調査

をしました。 調査では、 大溝の北辺ラインが今回の調査区まで伸びないことを確認し、 大型土坑 （地面を深

く掘り込んでつくった大きな穴） や大きな柱穴をもつ掘立柱建物跡 （＊ページ下部のイラスト参照） を発見し

ました。 これらの遺構は、 古代の役所関連の施設である玉前駅家や玉前剗を構成する一部であると考えられ

ますが、 大溝の区画内では建物が計画的に配置されていたことが分かるなど、 大きな成果が得られました。

次年度以降の調査で区画大溝のラインの特定等、 調査を継続する予定です。 今後の調査をご期待ください。

・ 区画大溝北辺のラインが今回の調

　 査区まで到達しないことが判明。

・ 大きな柱穴を持つ掘立柱建物跡や

   大型土坑を確認。

・ 区画大溝内に計画的に建物を配置

　　したことが判明。

原遺跡の調査地点と

建物の配置図


